
土器の様相について

ここでは本文で366個体、観察表で破片を含め2，585個体を紹介している弥生土器について総括

しておきたい。出土環境については前節で、述べたとおりかなりの時間幅を持つと考えられるので

あるが、学史における土器の時間幅はどうであろうか。福岡平野での弥生時代後期の土器相は森

貞次郎氏が設定した前半=高三瀦式、中頃=下大隈式、後半=西新式が、形式の名称は別として

大枠で認められている。本文中での時期の認識もこれに従っている。細かな型式的、時間的推移

については常松1984・1985、岩永1989、溝口1988の分析を参考にしている。

複合口縁壷の口縁部の量的変化は上位層のSX001では後期前半の袋状口縁(表 4-2の l、

2)をlとした場合、後期中頃の袋状と「くJ字形の中間形態(表4-2の4)は0.54、後期中

頃から後半のく字形口縁が6.2(表4-2の3、5)、終末期の直立口縁(図24の86他〉は0.4で圧

倒的に後期の中頃から後半にかけてのタイプが量的に卓越している。下位層のSX001灰色砂層で

も袋状口縁(表4-1の1)を 1とした場合、後期中頃の袋状とく字形の中間形態(表4-1の

3)は2、後期中頃から後半のく字形口縁が7、終末期の直立口縁は0.5とおおかたの傾向は変わ

らない。また、整形土器の底部の推移はSX001では平底(表4-3の21)を lとした場合、後期

中頃の平底に近い丸底(表4-3の22)は0.77、後期中頃から後半の丸底に近い平底が1.1(表4

-3の23)、終末期から古墳時代前期の丸底(表4-3の22)は0.6で、後期中頃から後半のもの

が量的に多い結果となっている。全体としては査と護の型式で見た場合後期前半から古墳時代初

頭まで、ある程度の継続性をもって土器が供給された様相が見られ、後期中頃から後半が量的な

ピークであった。

瀬戸内系土器について

特定の地域には限定できないが瀬戸地域の様相を持つ土器が 5個体出土している。 87、88、

104は壷もしくは器台に、 61は高杯、 324は器台と考えられる。口縁部の横沈線やへラ描きの連続

三角文は在地にはない手法である。帰属する土器群の時間幅が永いため在地土器からの時期比定

は困難であるが、 UJ陽地域の編年を参考にすれば壷類は「酒津式」以前、後期終末以前のものと

思われる。本遺跡から出土する畿内系の後期終末の土器群の出現に先立つものである。

九州における瀬戸内系の土器の流入は沿岸部を中心に弥生中期から見られ、後期後半から終末

にかけてが最も多く、畿内系の布留式土器が在地化する時期まで流入する。畿内系や山陰系の土

器が限定的ながらセットで流入し在地化するのに対して、瀬戸内系の土器はおおかたのものは単

体で出土し、顕著には在地の土器のプロポーションなどには影響を残さなかったように思える。

しかし、庄内平行期もしくは多少それに先立つ時期に本報告の165の襲、春日市唐梨遺跡 4号土

境出土嚢109のようにハケ手法一辺倒の伝統の中で、内面調整にケズリ手法が突然現れる現象な

どは、当該地域からの影響も視野に入れる必要があろう。

-119-



河
川
[
九

ML

.旬、、
1

9

3

沼

市

口

ァー=--r="一ー又
19 

F置冨3λ""

I¥¥ftl;スE
A型略巴;li~

一一、一一t 場拘""..-宅一 11 、 u予伊柑' 、、 fI 

¥ 品掴1下、 //  

司監~ 14 

、芯一
73 

-
H
N
C
|
 

雛川遺跡出土弥生後期土器変遷図第78図



第5表瀬戸内系土器出土地名表

遺跡名 市町村名 遺構 器種 時 期 部位・使用 備 考

l 比怠(7 次〕 福岡市 井SE-O戸2 重Z
後期終末

完形祭記?古(下回所〕

2 原付 F 5 d 福岡市 SD構-31 高杯 後期初頭 ほぼ完形 福「板岡付市周教辺育遺委跡員会調査198報6告書 (lDJ 

3 多々良込閉 福岡市 住 居
要E 古境前期(亀初川頭上古層) 口~胴部官 福「山岡陽市新教幹育線委関員係会埋蔵19文75化財調査報告j

6号

4 松 の 木 那珂川町 土 話置 要
後期終末

胴部祭配合 「松本遺跡 IJ那珂川町教育委員会 1984(下回所)

5 九キ大ャ筑ン紫パ地ス区内 春日市 SD溝-316 護 " ? 口縁部 九州大学西健一郎氏御教示

6 御床松原 志摩町 包含層 要他 中期・中頃 口縁部 「御床松原遺跡」志摩町教育委員会 1983

7 三雲・番上 前原町 住 居
聾 後期・後(下半問 ロ縁部官 「三雲遺跡 IJ福岡県教育委員会 19804号 所?)

8 " " 包含庖 要 後期・後半(鬼 口縁部 " 川市)

9 三雲・鬼木 " " 高事不 後期? 捺部欠損 「三祭遺跡nJ福岡県教育委員会 1981

10 償 代 北九州市 " 高杯 後期(鬼川市1) ロ縁部 第「埋1蔵5回文研化究財集研会究世会話第人15会回研19究84集会資》料J

11 長 野 " " 
喜怒・高杯 後期(鬼川市1) 口伝部・亦部 " 

12 守 恒 " 士 易自 高長F 後期(鬼川市 1) 完形? " 
131 iiii 田 山行橋市 方周形周溝墓溝 聾 古墳前期(亀初川頭上 ロ~胴部 学「福ジ岡ャ県ー行ナ橋ノレ市N前0.15田6)山遺1跡978の調査J(考古

層〕

14 下 藤 大野分津県町 方周形周溝墓溝 Z陸 古墳前(亀期11 ロ綾部 教「下育藤委遺員跡会JC野19津84川流域の遺跡V)野津町
|上層?)

15 熊(宮崎野学園原都市C) 宮宮 崎崎市県 住SA-2居2 2包 (下回所~ 口縁部 告「熊書野第原2遺集跡)J宮〔宮崎崎県学教育園都委市員発会綴1調98査5報
亀川上層)

16 商 代 ~守 熊健本軍県町 包含層 2包 (下回所~ 口縁部 九州大学西健一郎氏御教示
」

亀川上層)

※部位・使用欄中の会マークは在地土器とのセットをなすもの。

時期欄中の( )中は1977(JII入)上東遺跡報告書(岡山県)に掲載の形式名称を当てた。

木製品について

本文中では杭も含め167点の木製品を紹介しているが、回収した杭や板材、チップの報告は部

分的なものになってしまった。

今回出土した木製品は農具、漁労具、炊事具、容器類、靴、建築部材など多種にわたってい

る。図で示したようにこれらの大半が破損した状況で、出ている。土器同様に廃棄された可能t性が

高いが、板材 (407)や杭に見られるように再利用されたものも見られ、破損したものであっても

再生産のための素材として低湿環境に窓意的に置かれていた可能d性もないわけでない。カシの割

材が共伴していることからもその可能性が指摘しうる。また、製品への加工もこの低湿地もしく

は至近でおこなわれたと思われ、多くの木材チップが出土した。今後集落のエリアや「場jの復

元作業に際して、集落に隣接する低湿地の位置づけが重要になってきている。
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